
福
井
の
戦
国 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

小こ
ま
る
じ
ょ
う
あ
と

丸
城
跡

織
お だ

田信
のぶなが

長の家臣で府中三人衆の一人である佐
さっさなりまさ

々成政が築いた
平
ひらじろ

城。現在は約 50 メートル四方に本丸跡などの遺構が残る
のみですが、関連する遺構は、東西約 300 メートル、南北約
450 メートルの広い範囲に及んでいます。小丸城跡から出土し
た文字瓦は付近の万葉館で展示されています。

【住所】越前市五分市町２８（武生ＩＣから車で５分）
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越前市教育委員会文化課市史編さん室編『文化財からみる越前市の歴史文化図鑑』

越前市教育委員会事務局　文化課執筆・協力

昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
、
工
事
の

た
め
小
丸
城
跡
（
越
前
市
五
分
市

町
）
の
乾

い
ぬ
い

櫓や
ぐ
らを
掘
削
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
瓦
と
と
も
に
文
字
が
刻
ま
れ
た
丸
瓦
２

個
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
箆へ

ら

書が

き
で
刻
ま

れ
た
そ
の
文
字
に
よ
っ
て
、
文
献
史
料
に

は
記
さ
れ
な
か
っ
た
一
揆
の
存
在
と
前ま

え
だ田

利と
し
い
え家

に
よ
る
弾
圧
の
様
子
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

発
見
さ
れ
た
丸
瓦
の
一
つ
に
は
「
此
の

書
物
後
世
に
御
ら
ん
（
覧
）
じ
ら
れ
、
御

物
か
た
（
語
）
り
有
る
べ
く
候
、
然
れ
ば

五
月
廿
四
日
い
き
（
一
揆
）
お
こ
り
、
其

の
ま
ま
前
田
又
左
衛
門
（
利
家
）
殿
、
い

き
千
人
ば
か
り
い
け
と
り
（
生
捕
）
さ
せ

ら
れ
候
也
、
御
せ
い
は
い
（
成
敗
）
は
り

つ
け
、
か
ま
（
釜
）
に
い
（
煎
）
ら
れ
、

あ
ぶ
ら
れ
候
哉
、
此
の
如
く
候
て
、
一
ふ

て
（
筆
）
書
と
と
（
留
）
め
候
、」
と
あ

り
、
５
月
24
日
に
一
揆
が
起
こ
り
、
利
家

が
一
揆
衆
を
千
人
ば
か
り
生
け
捕
っ
た
う

え
で
、
磔

は
り
つ
けや
釜か

ま
い
り煎
で
処
刑
し
た
と
い
う
、

利
家
に
よ
る
苛
烈
を
極
め
る
一
揆
弾
圧
の

様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
頭
の
「
後

世
に
御
ら
ん
（
覧
）
じ
ら
れ
、
御
物
か
た

（
語
）
り
有
る
べ
く
候
」
の
文
言
か
ら
は
、

当
時
の
人
々
が
こ
の
事
件
か
ら
受
け
た
衝

撃
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

利
家
は
、
不ふ

破わ

光み
つ

治は
る

や
佐さ

っ
さ々

成な
り

政ま
さ

と
と

も
に
、
越
前
の
一
向
一
揆
を
制
圧
し
た

織お

だ田
信の

ぶ
な
が長
か
ら
府
中
周
辺
の
２
郡
を
与

え
ら
れ
ま
す
。
利
家
は
府
中
城
（
現
在

の
越
前
市
役
所
付
近
に
比
定
）、
光
治
は

龍
門
寺
城
（
越
前
市
本
町
の
龍
門
寺
を

含
む
一
帯
）、
そ
し
て
成
政
は
小
丸
城
を

拠
点
と
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
一
般
に
府

中
三
人
衆
と
呼
ば
れ
る
彼
ら
は
、
天
正

３
（
１
５
７
５
）
年
10
月
に
宝
円
寺
（
越

前
市
高
瀬
一
丁
目
）
の
寺じ

し
き敷
安あ

ん
ど堵
や
大お

お
た
き滝

神し
ん
ご
う郷
紙か

み

座ざ

の
営
業
圏
の
確
定
な
ど
を
３
人

連
名
で
行
っ
て
お
り
、
遅
く
と
も
こ
の
頃

に
は
彼
ら
に
よ
る
支
配
が
始
ま
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
支
配

は
あ
ま
り
長
く
な
く
、
利
家
は
天
正
９

（
１
５
８
１
）
年
に
信
長
よ
り
能
登
１
国

４
郡
を
与
え
ら
れ
、
成
政
も
同
年
２
月
頃

ま
で
に
越
中
に
移
封
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。（
不
破
光
治
に
つ
い
て
は
不

明
。）

　

彼
ら
戦
国
武
将
が
当
地
を
去
っ
て

４
０
０
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

凄
惨
な
歴
史
を
語
る
文
字
丸
瓦
が
出
土
し

た
小
丸
城
跡
は
、
本
丸
跡
や
土ど

る
い塁
跡あ

と

な
ど

が
部
分
的
に
残
さ
れ
て
お
り
、
春
は
桜
、

秋
は
紅
葉
に
美
し
く
彩
ら
れ
、
訪
れ
る
人

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

凄せ

い

さ

ん惨
な
一
揆
弾
圧
を

伝
え
る
瓦 

～
小こ

丸ま
る

城じ
ょ
う

跡あ
と

出
土
の
文
字
丸
瓦
と
府
中
三
人
衆
～

文字丸瓦（味真野史跡保存会所蔵／
越前市指定文化財）

小丸城跡
（越前市五分市町／福井県指定文化財）　

龍門寺城跡
（越前市本町／越前市指定文化財）
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